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暦の上では初夏となり、過ごしやすい陽気が続い
ておりますが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。
私は、グループホームききょうの管理者を務めてお
ります寺下と申します。
昨年8月よりホーム長に就任し、多くの方々からご
教示をいただきながら日々の業務に励んでおります。
今後とも皆さまの温かいご指導を賜りますよう、お
願い申し上げます。

当ホームは今年で設立11年を迎え、港南区芹が谷の
丘の中腹に位置しております。
隣には小規模多機能型居宅介護アロアロがございま
す。急坂があるため外出支援に制限が生じることや、
他施設に比べると規模がコンパクトであることが課
題ではありますが、その分職員とご利用者様の距離
が近く、日々の会話も多く交わされる環境となって
います。
介護度が重い方が多い中でも、笑顔が絶えず、活気
のあるホームであることが私たちの強みです。
外出が難しい分、玄関前での外気浴や季節ごとの行
事、誕生日会を企画し、ご利用者様に楽しんでいた
だける時間を提供しています。
その原動力となっているのは、ご利用者様と職員一
人ひとりの思いやりと支え合いの精神です。

1階のご利用者様は介助が必要な方が多いですが、
その中でもムードメーカー的な存在の方々が場を盛
り上げてくださり、笑いの絶えない環境が生まれて
います。一時期は要介助者が6名いらっしゃいまし
たが、互いに支え合いながら和やかな時間を過ごさ
れています。

2階には自立度の高い方が多く、居室に雀卓を設置
し、麻雀を楽しんでいる方々もいらっしゃいます。
また、101歳の方も元気に悠々自適に過ごされてお
り、その姿は周囲の方々にとって大きな励みとなっ
ています。

当ホームには在籍10年以上の職員もおりますが、こ
こ2年間で新たに入職した職員が多数を占めていま
す。
特に、外国籍の職員3名が積極的に業務をこなし、
ホームに新たな刺激をもたらしてくれています。ま
た、70歳を超えてなお、ジムに寄って習い事をして
から夜勤に入られるというバイタリティあふれる方
もおり、その姿勢には職員一同感銘を受けています。
職員間の関係も良好で、ご利用者様と向き合いなが
ら積極的に関わる職員が多く、働きやすい職場環境
が整っています。

ベストセレクトのような形になることはありません
が、私たちは出来ることに全力を尽くし、ご利用者
様の生活を支えることを誇りとしています。新しく
入った職員を育て、実力をつけてもらうことはもち
ろん、長く勤める職員も現状に満足することなく、
ご利用者様や新しい職員を支えながら共に成長でき
る環境を作ることを目指しています。
今後とも職員一同、日々精進してまいりますので、
グループホームききょうをよろしくお願いいたしま
す。
末尾になりましたが、皆さまのご健康とご多幸を心
よりお祈り申し上げます。

管理者 寺下さち江

グループホームききょう
寺下ホーム長よりご 挨 拶
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6月に入りとうとう梅雨入りですね。
今年は例年より早く暑さも来ている様
に思えます。
湿度が高いので、水分を取るのをおろ
そかにしてしまいがちなので、熱中症
に気をつけてください！！

ゆったりとした店内は、客席はもちろんトイレもバリアフリーなので
車椅子の方も安心してご利用いただけます。
昼／11:00～14:45     夜／17:00～20:00 
■定休日／毎週水曜 TEL：045-369-0522

テイクアウトやってます！

中華レストラン風の音

発表会の評価順位
今年も全事業所へZOOM配信を行い、外部事業所や
関連施設8カ所からも視聴希望をいただきました。
評価順位の発表は以下の通りです。

1位：小規模多機能型居宅介護 パレット
2位：グループホーム あいあい
3位：小規模多機能型居宅介護 アロアロ
4位：小規模多機能型居宅介護 プルメリア
5位：グループホーム やまぶき

毎年、回を重ねるごとにパワーポイントの制作能力
が向上し、発表においても自信を持ってハキハキと
大きな声で伝える姿が見られます。
全事業所が情熱を持って事例発表に取り組み、共有
された情報が介護業務やサービス提供の改善・発展
につながっていることを実感しました。
その熱意が、より良い介護サービスを目指すための
原動力となり、業界全体に「優しい穏やかな風」が
吹いていくことを願っております。
ZOOM視聴でご参加いただいた皆様、職員の皆様、
同じ時間を共有できたことに心より感謝申し上げま
す。

株式会社アイシマ教育委員会
委員長 渡邉 英史

今年も5月15日・16日に株式会社アイシマ事例発
表会を開催いたしました。
21の事業所が各テーマに分かれて発表を行い、業務
改善（安全管理・職場環境含む）3事業所、生活支
援13事業所、看取り・終末期1事業所、人材育成3事
業所、その他1事業所が積極的に取り組みを共有し
ました。

人材育成に関する発表
人材育成のテーマでは、外国人職員が国籍の違いや
コミュニケーションの難しさに直面するなかで、日
本人職員が互いの文化を理解し、尊重し合える職場
環境を整えることの重要性について発表がありまし
た。
業務の偏りをなくすための具体的な取り組みが紹介
され、職場全体で協力しながら成長する姿勢が見受
けられました。
特に、小規模多機能型居宅介護「パレット」の発表
では、特定技能外国人を対象にアンケートを実施し、
「職場環境や現在の思い」についての調査結果を
日々の実践に活かす取り組みが紹介されました。
外国人職員の考えや思いを理解することで、国籍を
越えてお互いを尊重し合える関係を築くことの大切
さが伝えられました。
印象的だったのは、アンケートの中で「僕たちは、
日本で働きながらたくさんのことを学べた。介護は
簡単ではないけれど、頑張れば成長できると思う」
という外国人職員の声です。
この言葉からも、人材育成が利用者様への安楽で安
心なサービス提供に直結する重要な要素であること
が改めて感じられました。
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